
東京都内の感染症流行情報

🌷子宮頸がんワクチンのキャッチアップ接種無料は今年度までです︕

感染症についてのお知らせ
墨田区保健所 保健予防課 感染症係 区役所３階
電話 03-5608-6191(直通) FAX 03-5608-6507
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地図引用元：学校等欠席者・感染症情報システム

●なぜ子宮頸がんワクチン（HPVワクチン）が必要なの？
HPV(ヒトパピローマウイルス）は多くの人が感染し、その一部が子宮頸がんなどの病気を引き起こしま
す。子宮頸がんは近年20代から30代で増加しているのが特徴で、妊娠や出産に影響する可能性がありま
す。ワクチンを接種することでHPVに感染する可能性を下げることができます。（ワクチン接種に加えて
定期的な子宮頸がん検診も大切です。）

第30週（7月22日～7月28日）の定点当たり報告数

・新型コロナウイルス感染症
東京都 9.13人/週 前週（8.50人/週）
墨田区 13.13人/週 前週（14.38人/週）

・感染性胃腸炎
東京都 2.91人/週 前週（2.94人/週）
墨田区 2.00人/週 前週（1.20人/週）

・手足口病
東京都 13.72人/週 前週（13.94人/週）
墨田区 13.60人/週 前週（14.60人/週）

令和6年8月2日時点 墨田区内保育園・学校の感染状況
新型コロナウイルス 感染性胃腸炎 手足口病

色が濃いほど患者が多いことを示しています。

子宮頸がんワクチン（HPVワクチン）の積極的な勧奨は平成25年6月～令和4年3月31日まで
の間、控えられていました。これは、ワクチン接種後に持続的な痛みが出た事例などが報告
され、ワクチンの安全性を確認する必要があったためです。
しかしながら、その後ワクチンの安全性が確認
され、ワクチンの有効性が、副反応のリスクを
明らかに上回ることが認められたため、
現在は子宮頸がんワクチンの接種を国として
お勧めしています。
そのため、積極的な勧奨を控えていた期間に
子宮頸がんワクチンの接種機会を逃してしまった
可能性のある

平成9年4月2日～平成19年4月1日
に生まれた女性
に対して、「キャッチアップ接種」として、
無料での子宮頸がんワクチン接種を行っています。
キャッチアップ接種を受けることができるのは

令和7年3月31日まで
となっております。
ご対象の方には予診票をお送りしておりますので、
予診票をお持ちの上、接種医療機関を受診してください。
キャッチアップ接種の詳細は墨田区HPをご覧ください。
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詳しい情報は
こちらからご覧ください。

墨田区HP
「今だからこそ予防できるガン
があります〔HPV(子宮頸がん予
防）ワクチンの予防接種〕」

勧奨再開！

この期間に接種の機会を逃した
平成9年4月2日から平成19年4月1日生まれ
の女性は無料で子宮頸がんワクチンを
接種できます！

この機会を逃して
自費で接種すると

7～9万円程度
かかります！



海外旅行の際は麻しん（はしか）の感染に気を付けましょう

ヨーロッパで麻しんの報告数が増えています

●予防するには
・麻しん・風しんワクチンの定期接種は、2回接種です。
・ご自身の麻しんの罹患歴（過去にかかったか）、麻しんワクチンの予防接種歴（2回
接種されているか）を確認しましょう。
・ワクチンを2回接種していても麻しんに感染してしまうこともありますが、症状が軽
く、他者への感染力も低下します。

麻しんとは？
麻しんは麻しんウイルスによる全身性の感染症で
す。感染経路は飛沫感染、接触感染のほかに、空
気感染があり、その感染力は非常に強いとされて
います。免疫を持っていない人が感染すると、ほ
ぼ100％発症すると言われています。
●症状
感染すると約10日後（最大21日後）に38～39℃の発
熱や咳、鼻水などの風邪のような症状が2～3日続き
ます。（カタル期）
その後、いったん解熱した後に、再び40℃近い発熱
と全身の発疹が出現します。（発疹期）
通常3～4日で解熱し、発疹は色素沈着を遺して消退
します。（回復期）

このお知らせは、東京都感染症情報センター（https://idsc.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/）の情報及び東京都健康安全研究セン
ターが集計を行った ｢東京都感染症発生動向調査週報｣（https://survey.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/epidinfo/epimenu.do）、「東
京都感染症マニュアル2018」、厚生労働省HP「麻疹について」
(https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/measles/index.html）
、「予防接種に関するQ＆A集 2023」の情報をもとに作成しています。

2023年末から、ヨーロッパ地域で麻しんの流
行が生じています。該当地域に旅行する際に
は、麻しんの予防接種歴をご確認ください。

●ヨーロッパ地域での流行状況
2023/6～2024/5

国 報告数（人）

カザフスタン 40615

アゼルバイジャン 30217

ロシア 21261

キルギス 17182

ルーマニア 8888

トルコ 3981

ウズベキスタン 1973

ボスニア・ヘルツェゴヴィナ 1154

イギリス 1087

アルメニア 781

●ヨーロッパ地域での患者報告数
2023/6～2024/5

●合併症
麻しんの2大死因は肺炎と脳炎といわれています。
肺炎の合併は約6％、脳炎の合併は1000例に0.5～1例
の割合で発生します。その他にも中耳炎や心筋炎、
クループ症候群（上気道の狭窄）が合併症にありま
す。また、重篤な合併症の一つとして亜急性硬化性
全脳炎（SSPE）があります。
SSPEは麻しんウイルスによりゆっくりと進行する脳
炎で、麻しんにかかった後、5～10年の潜伏期間を
経て発症します。性格の変化や知能の低下、けいれ
んなどといった精神・神経症状が生じ、予後は不良
です。

麻しんにかかったことがある人
予防接種を2回受けた人

基本的にワクチン接種は不要です
（ワクチンを2回接種していても
感染の可能性はあります）

麻しんにかかったことがなく、
予防接種歴不明または1回以下の人

ワクチン接種について
医療機関に相談しましょう

・妊娠している方はワクチン接種ができないので注意が必要です。

「Measles cases—WHO European Region, June 2023–May 2024」より作成

海外渡航の際には、渡航前に
以下のページをご確認ください！

厚生労働省検疫所
FORTH HP

「海外へ渡航される皆
様へ！！」
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